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“てんかん“とは？ 

 

•脳の一部分の神経細胞が過剰に興奮する為に、脳の機能異常が
一過性に起こるものである。 

 

•発作は突然起きて、また自然に治ることが多い。 

 

•普通とは異なる身体症状、意識・運動・感覚の変化がある。 

てんかん診療ガイドラインより 



てんかんの疫学 

•有病率： ４－８人／１０００人（日本、推定６５～９０万人） 

 

•発病率： ４５人／年／１０万人（日本、推定５万７千人） 

 

 

てんかん専門医ガイドブックより 

Olafsson E, et al. Lancet Neurol 2005 

乳幼児、高齢者に多い。 

めずらしい病気ではない 



特発性 
（脳病変なし） 

症候性 
（脳病変あり） 

部分（焦点性）  

 
 
 

全般  
 

てんかんの分類 脳病変： 脳卒中、脳挫傷、脳腫瘍、脳炎、遺伝子異常など 

てんかん専門医ガイドブックより 

原因 
病態 

１００％治る 

８０％治る 

５０-６０％治る 

２０％治る 



てんかんの症状 

けいれん 

言葉が
出ない 

意識減損 
口や手がもぞもぞ動く 光や模様が見える 

しびれ、痛み 

全身けいれん 
意識消失 
体がピクっとなる 

部分てんかん 全般てんかん 



てんかんの治療法 

難治性てんかん ＝ ２つ以上の薬物で十分発作が止められないてんかん 

薬物治療が基本 
７０－８０%は薬物治療で発作消失できる。 

乳幼児のてんかんは治ることが多い。 

早く治療を開始することが良くなるために重要。 

外科治療 



てんかんの外科治療 

外科治療のメリット 

部分てんかん（脳の一部に原因がある） 

社会生活に悪影響がある。 

運動麻痺などの後遺症の心配がない。 

薬物の副作用が無視できない。 

患者さんの同意がある。 

約７０－８０％で発作消失 

就労、就学、社会活動の制限が減る。 

側頭葉てんかんでは認知機能が改善することもある。 

外科治療の適応 

焦点切除術 

焦点 ＝
 

てんかんの“震源地“ 

生活の質 



外科治療の困難さ（問題点） 

焦点を切除しても発作が治まらないことがある。 

どこが“焦点”か？ どのような“つながり”か？ ＋ 

これだけでは何か足りない 
“つながり”がわかれば
よくなるかも 

なぜか？ 

従来は、、 



安静時機能的MRI 
 

・様々な神経疾患の研究で用いられている。 
・安全 
・被験者への侵襲がほぼない。 
・比較的普及している。 

Bernhardt BC, et al. Epilepsy Behav. 2015 

つながり（ネットワーク）を見ることのできる検査 

ネットワークの特徴を数値化し、脳の状態を評価 



本研究の特徴 

個々の領域の正常範囲を決定 

つながり
強い 

基準値 

X 

582名の健常者のデータより 

個々の患者のネットワークの変化を探す 

つながりの強い領域 

前頭葉てんかんの症例 

25名の難治性部分てんかん患者 

血液検査の基準値を決めるのと同じ方法 



結果 てんかんの方がつながりの強い領域が多かった。 

領
域
の
数 

てんかん
健常者 

つながりが強い 

重症度を示す指標
（罹病期間、薬など） 

との関係は？ 



結果 罹病期間が長いほど、つながりの強い領域が多かった。 

長く患うほど、つながりの強い領域
が増える可能性 

外科治療介入の時期をどうするか 罹病期間 

つ
な
が
り
の
強
い
領
域 



結果 薬が効きにくいほど、つながりの強い領域が多かった。 

つながりの強い領域が多いほど、
薬で抑えきれない可能性 

手術の必要性を見極めるヒント 抗てんかん薬の数 

つ
な
が
り
の
強
い
領
域 



まとめ 

てんかんの重症度 

てんかん患者の脳の状態を評価できる可能性 

本研究で得られた
脳機能の指標 

罹病期間、薬の数など 

てんかんの診療に役立つ可能性 



今後の展望 

•外科治療の方針決定 

   手術の効果予測に使えるか？ 

   焦点切除術以外の治療が考慮されるべきか？ 

 

•治療の効果判定 

   治療前後で、ネットワークがどうかわるか？ 

 

• てんかんの病態解明 

   てんかんの種類によって特徴的なネットワークがあるか？ 

 

 



重要性 

• てんかんの重症度と関連する脳機能指標を見出すことに成功した。 

 

• てんかん症例一人一人の症状や脳の状態を客観的に評価して、
最適な治療をするための研究に道を開いた。 
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